
安芸市矢ノ丸１－４－３６ 東部教育事務所 
ＴＥＬ：０８育事務所社教便り『社窓』 ８７－３４－３５９１ 畠中 
ＦＡＸ：０８

mail：310

東部教
８７－３４－３５９２ 西岡 

E- 304@ken.pref.kochi.lg.jp 

 

ＮＯ．１「財政難は社教難？」  

 
先日の午後、社会教育の大先輩でもある安芸地教連会長とお話する機会に恵まれ、本当に嬉しいお話をい

ただきました・・・・。 
「事務所の社教として、各市町村に向けて県内外の情報や取り組みを紹介してみんかよ？遠慮することは

いらん、時に問題提起もしたらえい。おまんらに管内の教育について今以上の啓発を期待しちゅうぞ！」 
私たちのなかには、「仕事が増える？」という想いと、「せっかくのお話だから。」という想いが交錯しまし

た。この日は夜の部も続けて行われ、更に熱い想いをお聞きするうちに、やらねばなるまい、やってやろう

と我々の心は急に太くなっていきました。まさに酒の力は偉大なり、社教の大先輩の話術は魔術なり、です。 
  

というわけで、今回から「東部教育事務所社教便り」として私たちの想いを込めて執筆することになりま

した。毎号の内容を考えるにあたって、社会の窓を大きく開いて情報をキャッチし、時にその窓から新鮮な

空気をもらいながら、教育というものについて今一度見つめ直していきたい。そういう思いから、タイトル

は「社窓」に決めました。これから管内に精一杯の情報発信と問題提起ができれば、と思っております。よ

ろしくお願いいたします。 
今回はそのひとつの切り口として、財政の面から社会教育を捉えてみました。 
 

【１】文部（科学）省と高知県教委（学校教育・生涯学習）の予算 
   文部（科学）省生涯学習予算  高知県教委学校教育予算  高知県教委生涯学習予算 

平成 ３年度    ４５，２７５百万円    ６，８６５，６６８千円  １，６４８，９０７千円  
           （約４５３億円）      （約６９億円）      （約１６億円）・・・① 
平成１８年度    ３４，２９３百万円    ４，４０３，８２７千円    ４９５，０１６千円 
           （約３４３億円）      （約４４億円）      （約 ５億円）・・・② 
 
【２】高知県教委の生涯学習関連予算の内訳 

平成３年度社会教育の充実強化・・・①         平成１８年度生涯学習の推進・・・② 
○生涯学習推進体制の整備・・・・・・・約２．８％   ○生涯学習の支援・・・・・・・約０．７％ 
（４５，９８０千円 約４６００万円）         （３，６２４千円 約３６０万円） 
○社会教育活動の振興・・・・・・・・約１１．１％   ○社会教育活動の推進・・・・・約２．５％ 
（１８３，５１３千円 約１億８０００万円）      （１２，４４３千円 約１２００万円） 
○社会教育施設の運営及び施設整備・・約８６．０％   ○社会教育施設の整備充実・・約９６．８％ 
（１，４１９，４１４千円 約１４億２０００万円）   （４７８，９４９千円 約４億８０００万円） 

 
ご存じのように、昭和５９年から６２年にかけての臨時教育審議会答申で、「生涯学習体系への移行」が提

言され、平成２年には、「生涯学習の振興のための施策の推進体制等の整備に関する法律」が制定されました。

同年生涯学習審議会が発足し、生涯学習の振興計画や市町村協議会も設けられ、それにともなう生涯学習関

連事業も繁栄の時期を迎えました。上記の当時の予算にもそれが顕著に現れています。 
 しかし、昨今の財政難、現在の高知県も厳しい状況であり、その中でも県の生涯学習関連予算は平成３年

度から３分の１以上のマイナスです。さらにその内訳を探ると、社会教育施設整備充実費の占める割合が約

９６．８％であり、本来の推進体制の整備や社会教育活動にかけるお金はまさに風前の灯火です。 
（例：Ｈ３年度ＰＴＡ地域活動振興事業費→約１０００万円 Ｈ１８年度同事業費→約４０万円）   
  

社会教育施設の整備はとても大切であり、財政の厳しい折でもその管理維持費等はある一定やむを得ない

でしょう。施設の統廃合も見据えた検討も県は進めています。 
 しかし、一定の生涯学習活動推進費は実際に活動するためになくてはならないライフラインなのです。現

在県単予算のみで確保できないことから、国の様々な生涯学習関連事業を前にも増して詳しく紹介させてい

ただき、少しでも各市町村への支援ができるよう努めているのが現状です。 



 提言させていただければ、国の関連事業・予算を県に今以上に移譲し、県や各市町村裁量でそれ相応の事

業と取り組みを進めることはできないか？ある方のことばを借りれば、 
「国の作る３種類の小さな家庭教育手帳を全国の家庭に配布して果たしてどれだけの人が読むだろうか？そ

の予算分を少しでも市町村に還元してもらえるなら、有効に使わせてもらうのだが。」 
 ちなみに、手帳の作成配布にあたっての国予算は、１億７千万円。 


